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広
島
• 

長
崎
原
爆
被
害
の
概
要

原
子
爆
弾
の
概
要

コニ 主 重 直 長 日
不
/レ

ギ
体 さ f圭 さ 時

T ウ 四 。
N フ ト . メ 九
T ン 七 四
火 ウ メ ト 五
薬 iふ /レ 年
十 2 卜 八
五 3 /レ 月
キ 5 

ム

広ノ、

ロ 日
卜

午fjlJ ン 島
相 八
当 時

十 型
五
分
爆
発

T フ。 四 一
N /レ 九
T 卜 五 五 四
火 メ メ 五
薬 ウ ン 年

ム ト 八
2 /レ /レ 月

キ 3 九 長
ロ 9 日
ト

午円IJン 崎
キ目 十
当 一

時 型

分
爆
発

2 

被
害
状
況
の
比
較

花 瓦 爆
両 グ〉 発
石 i谷 占

σ〉 け σ3 
事IJ fこ 同口I 

工頁
高佐 革E さ
( 

囲
爆 ( 

.c.、 爆
地 .c.、
か 地
ら か 目
σ3 ら
半 。〉

径 半
) 

f圭
) 

一
ム

五ノ、
、 。八。。。

広。メ + 。
メ ト 十

/レ メ
島

ト
/レ

/レ

一 五、 、 。
~ 。。ノ、

長。。+ 。。
メ メ 五

メ
崎

ト ト
/レ /レ 卜

lレ



3 

原
子
爆
弾
の
威
力

ω
熱
線

爆
発
の
瞬
間
の
火
球
の
温
度
は
三
十
万
度
、

一
秒
後
に
は
直
径
が

最
大
で
二
八

0
メ
ー
ト
ル
、

表
面
温
度
、
約
五
千
度
と
な
っ
た
。
こ

の
強
烈
な
熱
線
及
び
光
波
に
よ
っ
て
、

火
災
・
火
傷
・

失
明
等
の
被

害
を
生
じ
、
衣
服
を
ま
と
わ
ぬ
人
体
皮
膚
の
火
傷
は
、
半
径
三

・
五

(2) 
キ
ロ
メ

卜
/レ
ま
で
及
ん
fご

爆
風

最
大
爆
風
圧
は
爆
心
地
で

一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
三
五
ト
ン
、

ま
た
最
大
風
速
は
秒
速
四
四

0
メ
ー
ト
ル
。
爆
心
地
か
ら
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
地
点
で
も
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

一
・
三
ト
ン
、
秒
速

三
十
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
。

ω
放
射
線

①
初
期
放
射
線

爆
発
後

一
分
以
内
に
地
上
に
降
り
注
い
だ
初
期
放
射
線
は
、
爆

心
地
か
ら
九
二
五
メ
ー
ト
ル
で
、
致
死
線
量
の
七

O
O
ラ
ド
、

一

O
二
五
メ
ー
ト
ル
で
半
致
死
線
量
の
四

O
O
ラ
ド
が
照
射
さ
れ
た
。

②
残
留
放
射
線

爆
発

一
分
後
か
ら
長
時
間
に
わ
た
り
地
上
に
は
残
留
放
射
線
が

存
在
し
た
。
爆
心
地
か
ら
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
を
爆
発
後
約

一
0
0時
間
以
内
に
行
動
し
た
人
は
、
残
留
放
射
線
の
影
響
を
う

ナ
た
。

4 

人
的
被
害

(
一
九
四
六
年
八
月
十
日

・
広
島
市
役
所
発
表
)

(
一
九
五

O
年
七
月
十
日
・長
崎
原
爆
資
料
保
存
委
員
会
)

車王 重 死
傷 f碁 亡
者 者 者

一
四 広
八 。八

~ 

五
ム

ノ、 ノ、。 ~ 

島ノ、
ム

四ノ、

人 人 人

d七 dヒ 長
四

九 八。八 山奇
九 四
人 人

※
厚
生
省
調
査
に
よ
る
死
亡
者
数
(
一
九
八
五
年
)

広

長

崎

島

。
九
九

O
人

九
三
、
九
六
六
人

5 

建
物
被
害

半 全 半 全

壊 壊 1尭 焼

五
広」占

五ノ、

d七 八 。
五 九 。。。。。島

戸 戸 戸 戸

一 長五 、

五 五。 七
九

ム

四
崎

ノ、

戸 戸 戸

《
参
考
資
料
》

「
広
島
原
爆
被
害
の
概
要
」
広
島
平
和
記
念
資
料
館
発
行

「原
爆
被
爆
者
対
策
事
業
概
要
」
平
成
六
年
版
広
島
市
衛
生
局
発
行

「原
爆
被
爆
者
対
策
事
業
概
要
」
平
成
六
年
版

長
崎
市
原
爆
被
爆
対
策
部
発
行

「原
子
爆
抑
被
爆
者
実
態
調
査
」
平
成
二

年

厚

生

省

保
健
医
療
局



用

五
問

解

説

暁
部
隊

(
あ
か
つ
き
ぶ
た
い
)
広
島
市
宇
品
町
に
司
令
部
を
お
い
て
い
た

陸
軍
船
舶
兵
団
の
呼
称
。
被
爆
直
後
郊
外
か
ら
直
ち
に
か
け
つ
け
、
け
が
人

の
救
護
、
死
体
の
収
容
な
ど
に
従
事
し
、
そ
の
結
果
残
留
放
射
能
を
浴
び
多

く
の
死
者
を
だ
し
た
。

戦
後
の
「
原
爆
の
効
果
に
関
す
る
合

同
調
査
団
」
や

「米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
」
の
調
査
を
契
機
と
し
て
、

一
九

四
六
(
昭
和
二一

)
年
に
設
立
さ
れ
た
「
原
爆
傷
害
調
査
委
員
会

(〉
g
E
K

回

OBσ
わ

ω印
S
Fて
の
O
B
B
Z
m
gロ
)
」
の
こ
と
。
放
射
線
の
人
体
に
対
す
る

影
響
を
長
期
的
に
観
察
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
が
、
調
査
体
制
等
に
対
し
、

被
爆
者
や
市
民
か
ら
は
強
い
不
満
や
不
信
が
示
さ
れ
た
。

A
B
C
C
 (
エ
イ
ビ
l
シ
l
シ
l
)米

軍
爆
撃
機
に
よ
る
本
土
空
襲
に
よ
る
火

災
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
と
し
て
、
防
空
区
画
に
し
た
が

っ
て
建
物
を

強
制
的
に
撤
去
し
た
。
建
物
の
撤
去
、
整
理
作
業
に
は
、
婦
人
会
や
中
学
生
、

国
民
学
校
高
等
科
の
生
徒
た
ち
が
従
事
し
た
。
原
爆
投
下
日
は
、
市
内
中
学

生
の
作
業
日
に
あ
た

っ
て
い
た
。

家
屋
疎
開

(
か
お
く
そ
か
い
)

学
童
疎
開

(が
く
ど
う
そ
か
い
)

太
平
洋
戦
争
の
末
期
に
、
空
襲
の
災
禍

を
避
け
る
た
め
、
国
民
学
校
の
児
童

・
生
徒
が
都
市
の
密
集
地
か
ら
農
村
部

へ
強
制
的
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
広
島
で
は
、
初
等
科
三
年
生
以
上
が

「集

団
疎
開
」
し
て
い
て
、
原
爆
被
害
を
免
れ
た
が
、
肉
親
を
亡
く
し
て
、
戦
災

孤
児
に
な

っ
た
子
供
も
少
な
く
な
い
。

学
徒
動
員

(
が
く
と
ど
う
い
ん
)

太
平
洋
戦
争
下
に
お
け
る
学
生

・
生
徒

に
対
す
る
強
制
的
勤
労
の
徴
発
の
こ
と
。
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
、

「学
徒

勤
労
令
」
(
一
九
四
四
年
)
に
よ
り
、

学
校
長
を
隊
長
と
す
る
「学
徒
報
国
隊
」

を
組
織
し
、
軍
需
工
場
等
で
働
く
こ
と
と
な

っ
た
。
中
学
生
は
三
年
生
以
上

が
、
毎
日
工
場
で
働
い
た
。

学
徒
出
陣

(が
く
と
し
ゆ
っ
じ
ん
)

一
九
四
三

(
昭
和
十
八
)
年
、
東
条

内
閣
は
大
学
生
と
高
校

・
高
等
専
門
学
校
(
旧
制
)
の
兵
役
徴
集
延
期
を
停

止
し
た
。
こ
の
た
め
、
文
科
系
の
学
生
の
多
く
は
学
徒
兵
と
し
て
軍
隊
に
入

り
戦
場
に
か
り
出
さ
れ
た
。
後
に
は
、
理
科
系
の
学
生
も
百
集
さ
れ
た
。

天
皇
に
よ
る
終
戦
の
詔
勅
の
放
送
。

一
九
四
五
(
昭
和
二
十
)
年
八
月
十
五
日
正
午
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ
て
昭

和
天
皇
が
自
ら
の
声
で
、

玉
音
放
送

(ぎ
よ
く
お
ん
は
う
そ
う
)

日
本
の
敗
戦
を
国
民
に
告
げ
た
。

原
子
爆
弾
の
爆
発
後
の
高
熱
に
よ
る
上
昇
気
流

(き
の
こ
雲
)
と
と
も
に
舞
い
上
が
っ
た
爆
弾
の
残
留
放
射
性
物
質
の
粉
末

や、

地
面
か
ら
吹
き
上
げ
ら
れ
た
誘
導
放
射
線
を
放
出
し
て
い
る
粉
末
が
、

黒
い
雨

(く
ろ
い
あ
め
)



悶
と
と
も
に
、
爆
発
後
三
十
分
か
ら

一
時
間
後
に
、
爆
心
地
か
ら
西
方
に
、

降
り
注
い
だ
。
直
接
こ
の
間
に
あ
た

っ
た
人
に
、
放
射
線
に
よ
る
原
爆
症
が

現
れ
る
人
が
多
か

っ
た
。

文
部
省
が

一
九
四
四
(
昭
和
十

九
)
年
に
公
布
し
た
「
女
子
挺
身
勤
労
令
」
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
勤
労
協
力

隊
の
こ
と
。
女
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
女
子
挺
身
隊
に
編
入
さ

れ、

軍
需
工
場
で
働
い
た
。

女
子
挺
身
隊

(
じ
ょ
し
て
い
し
ん
た
い
)

徴
用

(
ち
ょ
う
よ
う
)

民
徴
用
令
」
に
基
づ
き
、
強
制
的
に
国
民
を
軍
需
工
場
等
で
働
か
せ
た
こ
と
。

そ
の
後
(
一
九
四
五
年
二
月
)

「国
民
勤
労
動
員
令
」
に
よ
り
、
国
民
す
べ
て

を
軍
需
工
場
で
強
制
的
に
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
三
九
(
昭
和
十
四
)
年
に
公
布
さ
れ
た
「
国

燈
火
管
制

(
と
う
か
か
ん
せ
い
)
夜
間
の
敵
機
の
襲
来
に
備
え
、
家
庭
で

は
消
灯
し
た
り
、
電
球
や
窓
に
黒
い
布
を
覆
っ
て
、
明
か
り
が
外
に
漏
れ
な

い
よ
う
に
し
た
。

隣
組

(
と
な
り
ぐ
み
)
戦
時
中
、
国
民
を
統
制
す
る
た
め
に
、
全
国
の
市

町
村
に
五
l
十
戸
の
単
住
で
作
ら
せ
た
地
域
組
織
。
戦
争
遂
行
の
た
め
命
令

の
伝
達
や
、
物
資
の
配
給
、
防
空
演
習
、
出
征
兵
士
の
送
迎
な
ど
を
行
わ
せ

た
。

入
市
被
爆

(に

ゅ
う
し
ひ
ば
く
)
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
後
、

早
期
に
市
内

の
焼
失
地
域
等
に
立
ち
入
り
、
残
留
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
、
ま
た
は
そ
の
影

響
を
、
つ
け
た
こ
と
。

配
給
制
度

(
は
い
き
ゅ
う
せ
い
ど
)
戦
争
の
長
期
化
に
よ
り
生
活
物
資
が

不
足
し
た
た
め
、
砂
糖
や
、
米
、
味
噌
、
し
よ
う
ゆ
な
ど
自
由
な
売
買
が
禁

止
さ
れ
、
割
り
当
て
配
給
制
と
し
た
。

「原
子
爆
弾
被

被
爆
者
健
康
手
帳

(
ひ
ば
く
し
ゃ
け
ん
こ
う
て
ち
ょ
う
)

害
者
の
医
療
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
そ
の
人
が
原
子
爆
弾
に
よ
る
被

害
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す

一
種
の
証
明
書
で
あ
り
、

①
直
接
被
爆
者
②
入
市

被
爆
者
③
死
体
処
理
及
び
救
護
従
事
者
④
胎
児
の
四
区
分
に
な

っ
て
い
る
。

一
九
九
三
年
現
在
、

三
三
八
、
八
一

二
人
が
所
持
し
て
い
る
。
(厚
生
省
調
べ
)

- 171-

陸
軍
の
兵
隊
が
訓
練
を
受
け
た
り
、
様
々

な
集
団
行
動
を
行
う
広
場
。
広
島
に
は
東
と
西
に
練
兵
場
が
あ
っ
た
。
西
は

爆
心
地
に
近
く
、
多
く
の
兵
士
が
死
亡
し
た
。
東
は
被
爆
者
の
避
難
場
所
と

な
っ
た
。

練
兵
場

(
れ
ん
ぺ
い
じ
よ
う
)
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